
【貸借対照表】 （単位：円） 【行政コスト計算書】 （単位：円） 【純資産変動計算書】 （単位：円） 【資金収支計算書】 （単位：円）

令和元年度 令和元年度 令和元年度 令和元年度 令和元年度

【資産の部】 【負債の部】 経常費用 2,698,878,587 １ 業務活動収支 1,508,158,450

１ 固定資産 10,177,007,960 １ 固定負債 4,025,009,272 １ 人件費 1,057,163,736 業務支出 △ 2,236,851,417

（１） 有形固定資産 10,116,754,524 （１） 地方債 3,242,468,087 （１） 職員給与費等 915,886,896 純行政コスト △ 2,456,961,128 業務収入 3,745,009,867

事業用資産 9,748,140,760 （２） 退職手当引当金 782,541,185 （２） 賞与等引当金繰入額 76,769,243 財源の使途 臨時支出 0

インフラ資産 0 （３） 借入金 0 （３） 退職手当引当金繰入額 62,372,208 財源 3,475,293,694 臨時収入 0

物品 877,132,480 （４） その他の固定負債 0 （４） その他 2,135,389

減価償却累額 △ 508,518,716 ２ 物件費等 1,554,484,873 税収等 3,462,986,654 ２ 投資活動収支 △ 2,544,210,585

２ 流動負債 659,289,617 （１） 物件費 1,143,559,555 国県等補助金 12,307,040 投資活動支出 △ 2,637,962,674

（２） 無形固定資産 6,596,350 （１） 翌年度償還予定地方債 581,101,294 （２） 維持補修費 14,380,784 当期差額 1,018,332,566 投資活動収入 93,752,089

（２） 賞与引当金等 76,769,243 （３） 減価償却費 396,544,534 固定資産等の変動（内部変動）

（３） 投資その他の資産 53,657,086 （３） 預り金 1,419,080 （４） その他 0 有形固定資産の増加 ３ 財務活動収支 ¥1,030,786,792

投資及び出資金 0 （４） その他流動資産 0 ３ その他の業務費用 29,423,440 有形固定資産の減少 　 財務的支出 △513,913,208

基金（長期） 53,657,086 （１） 支払利息 22,981,683 貸付金・基金等の増加 財務的収入 1,544,700,000

その他の固定資産 0 負債合計 4,684,298,889 （２） その他 6,441,757 貸付金・基金等の減少

【純資産の部】 ４ 移転費用 57,806,538 資産評価差額 当期収支 △ 5,265,343

２ 流動資産 274,184,114 （１） 補助金等 56,135,420 無償所管換等 △ 915,303,259 期首資金残高 45,583,207

（１） 現金預金 41,736,945 （１） 固定資産等形成分 10,409,455,129 （２） 社会保障給付 475 その他純資産変動 2 期末資金残高 40,317,865

（２） 基金（短期） 232,447,169 （２） 余剰分（不足分） △ 4,642,561,944 （３） その他移転支出等 1,670,643 当期純資産変動額 103,029,309 期首歳計外現金残高 1,196,352

（３） その他の流動資産 0 経常収益 期末歳計外現金残高 1,419,080

純資産合計 5,766,893,185 （１） 使用料及び手数料 208,595,130 期末現金預金残高 41,736,945
資産合計 10,451,192,074 負債及び純資産合計 10,451,192,074 （２） その他 32,166,444

2,458,117,013

（１） 臨時損失 2

（２） 臨時利益 1,155,887

2,456,961,128

期首純資産残高 5,663,863,876

期末純資産残高 5,766,893,185

純経常行政コスト（経常費用－経常収益）

純行政コスト

令和元年度　　袋井市森町広域行政組合　要約財務諸表　（連結会計）

区分 区分 区　分 区　分 区　分

＜財務書類作成対象範囲＞
・袋井市森町広域行政組合

・静岡県市町総合事務組合（※非常勤職員公務災害補償事務区分のみ対象）

<財務書類作成の取り組み>

総務省は平成27年1月に「統一的な基準による地方公会計の整備促進について（総務大臣通知）」を示し、今後すべての地方公共団体が「統一的な基準」による財務書類を作成するよう要請しました。

袋井市森町広域行政組合はこのことを受け、平成28年度決算より「統一的な基準」に基づき財務書類を作成することとしました。

貸借対照表は、基準日時点における組合の財政状態を一目でわかる

ようにしたものです。

貸借対照表は、「資産の部」、「負債の部」及び「純資産の部」に

区分されます。

資 産：組合活動を行うための事業資産や将来のための基金など

負 債：借入金や退職手当引当金など将来負担となるもの

純資産：将来返済することがない財産

行政コスト計算書は、組合の１年間の行政サービス

の成績を表しています。

経常費用は、組合が業務活動を継続していくのに

必要なコストになります。このコストは経常収益で

は賄えていません。不足分を分担金で賄っておりま

す。

純資産変動計算書は、貸借対照表における純資産の部がどのように

増減したかを表しています。

当期差額がマイナスになっております。当年度において組合の正味

の資産が減ったことを意味しています。

資金収支計算書は、１年間の現金の増減を活動の性質別に表してお

ります。

業務活動収支：毎年度の経常的な収支を表します。


